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Synopsis 

 

A deadly poisonous fungus, Podostroma cornu-damae has occurred in Satoyama forest surrounding Nara Campus of 

Kindai University. This is first record of this fungus in the forest of our campus, and it need to call not to touch this 

fungus indiscriminately.  
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１．背 景 

 

カエンタケ Podostroma cornu-damae (Pat.) 

Boedijn（＝Trichoderma cornu-damae (Pat.) 

Zhu & Zhuang）は子嚢菌の一種でボタンタ

ケ目ボタンタケ科に属し、致死的な猛毒菌の

１種である(Chamberlain, et al. 2004; 池田, 

2005; Bissett et al., 2015)。カエンタケはサトラ

トキシン H を主とするトリコテセン系マイコトキ

シンを生産し(Saikawa et al., 2001)、誤食す

れば食後 10〜30 分後に激しい嘔吐・下痢

の後、白血球の減少、口唇浮腫、口腔粘膜

びらん、皮膚の落屑、脱毛等が起こり、腎不

全、循環器不全により重篤な状態に陥る芳

澤, 2008; 山浦, 2013)。また本菌は、子実体

の汁が皮膚に付着するだけで強い皮膚炎を
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発症させる(奥沢, 2004)等、他の毒きのこと

異なる特性質を持つ(池田, 2005; 芳澤, 

2008)。  

 本菌は、夏から秋に、林内の腐朽した広葉

樹根株付近の地上より発生する(池田, 

2005)。本菌の属するボタンタケ属・トリコデル

マ属は菌寄生性の菌が多く含まれる

(Chamberlain et al., 2004; Bissett et al., 2015)

ため、本菌は木材腐朽菌ではなく菌寄生菌

として木材腐朽菌に寄生し、子実体を発生

させていると考えられる(Chamberlain et al., 

2004)が、詳しい生態は不明である。以前は

それほど目にするきのこではなかった

(Saikawa et al., 2001; 中條・菊山, 2010; 山

浦, 2013)が、近年のナラ枯れの発生により各

地で普通に発生がみられる毒きのことなりつ

つあり、それに伴い中毒例も増えている(芳

澤, 2008)。近畿大学奈良キャンパスでもナラ

枯れによる枯死木が多数生じた(河内ら, 

2015)結果、カエンタケの発生が確認された

ので報告する。 

 

 

 

２．報告と考察 

 

2017 年 7 月 13 日、３年生の野外での専

門実験実習中に、キャンパス里山内のクヌギ

枯死木根株付近の地上からカエンタケが発

生しているのが確認された(図 1)。これまで

近畿大学奈良キャンパスでのカエンタケの

発生報告はなかった(大伴ら, 2012)ことから、

本報は本大学キャンパス内でのカエンタケ

の発生に関する最初の報告となる。 

本キャンパスでは、2013 年からナラ枯れが

始まり、2014 年より枯死木が多数観察される

ようになった(河内ら, 2015)。カエンタケが発

生しているのが確認されたのは、ナラ枯れに

よる枯死木発生から 3 年後に当たる。これま

でナラ類の枯死後 2~3 年くらいで発生してく

ると言われるが、実はこれを示した報告はほ

とんどない。現時点ではカエンタケの発生は

まだ少ないものの、今後発生は増加してくる

と考えられるため(芳澤, 2008; 山浦, 2013)、

みだりに触らないよう、注意喚起が必要であ

る。 
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